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全
身
を
除
い
て
原
寸

脇
差
　
無
銘
　
来ら
い
く
に
ざ
ね

国
真

（
鎌
倉
末
期
―
京
都
）
約
七
〇
〇
年
前

鎬
造
り　

刃
長
一
尺
七
寸
二
分
（
52
・
１
㎝
）
反
り
四
分
弱

元
巾
八
分
九
厘　

先
巾
五
分
八
厘　

重
ね
二
分
強

　

大
き
く
磨
上
げ
て
脇
差
の
長
さ
に
な
っ
て
お
り
、
身
巾
細

身
で
重
ね
頃
合
い
、
反
り
浅
め
で
、
表
裏
に
棒
樋
を
掻
き
通

す
も
コ
リ
っ
と
し
た
手
重
り
が
あ
る
。
地
鉄
、
板
目
に
柾
が

か
っ
た
鍛
え
も
交
え
、
地
沸
こ
ま
か
く
つ
き
、
淡
く
地
映
り

が
立
つ
。
刃
文
、
小
沸
出
来
の
直
ぐ
調
に
、
足
が
よ
く
入
っ

て
小
互
ノ
目
が
か
り
、
小
乱
れ
も
交
え
、
葉
も
入
り
、
砂
流

し
わ
ず
か
に
か
か
る
。
帽
子
、
焼
き
深
く
小
丸
。

　

無
銘
で
あ
る
が
先
般
の
審
査
で
来
国
真
と
の
鑑
定
が
つ
い

た
。﹃
古
今
銘
尽
﹄
で
は
来
国
真
に
つ
い
て
、
来
国
俊
の
子

で
来
国
光
の
弟
、
来
倫
国
の
兄
と
記
し
て
い
る
。
在
銘
の

作
例
と
し
て
は
神
宮
徴
古
館
の
太
刀
の
ほ
か
二
、三
が
知
ら

れ
、
無
銘
の
場
合
は
、
来
国
光
に
似
て
作
位
的
に
少
し
譲
る

も
の
を
国
真
と
極
め
た
例
が
多
い
。
本
作
は
、
地
鉄
の
板
目

肌
に
沸
映
り
が
立
ち
、
刃
文
は
小
沸
出
来
の
直
調
小
乱
れ
を

焼
く
な
ど
地
刃
に
来
派
の
特
色
が
よ
く
示
さ
れ
て
お
り
、
一

門
の
中
で
は
国
真
の
極
め
が
最
も
妥
当
と
思
わ
れ
た
の
で
あ

ろ
う
。

　
　
　
　

金
着
一
重
鎺　

白
鞘

　
　
　
　

特
別
保
存
刀
剣
鑑
定
書
付　
　

一
二
〇

（120）
万
円
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全
身
を
除
い
て
原
寸

刀
　
無
銘
　
伝
高た

か
か
ね包

（
建
保
―
備
前
）

	
	

鎌
倉
初
期
　
約
八
一
〇
年
前

鎬
造
り　

刃
長
二
尺
二
寸
四
分
強
（
67
・
95
㎝
）
反
り
八
分

元
巾
九
分　

先
巾
五
分
五
厘　

重
ね
一
分
八
厘

　

大
磨
上
げ
無
銘
の
刀
で
、
身
巾
狭
め
に
腰
反
り
高
く
、
小

切
先
の
整
っ
た
姿
。
地
鉄
、
小
板
目
よ
く
錬
れ
、
小
杢
目
交

じ
り
、
地
沸
つ
い
て
映
り
立
つ
。
刃
文
、
焼
き
巾
の
広
い
小

沸
づ
い
た
直
ぐ
調
に
小
互
ノ
目
・
小
丁
子
を
交
え
て
匂
い
深

く
、
小
足
・
葉
が
盛
ん
に
入
る
。
上
部
の
物
打
ち
辺
は
匂
い

締
ま
っ
た
太
直
刃
と
な
る
。
帽
子
、
直
ぐ
に
先
き
小
丸
。

　

古
備
前
派
の
高
包
と
伝
え
ら
れ
る
品
で
あ
る
。
古
備
前
と

は
平
安
末
期
よ
り
鎌
倉
中
期
に
か
け
て
の
備
前
の
刀
工
で
、

一
文
字
派
勃
興
以
前
の
作
を
称
す
る
。
同
派
で
は
友
成
と
正

恒
が
最
も
有
名
で
、
他
の
包
平
・
吉
包
・
助
包
・
景
安
・
信

房
等
が
一
群
を
な
す
。
高
包
は
そ
の
中
に
あ
っ
て
高
名
で
あ

る
と
は
い
え
な
い
が
、
東
京
・
赤
坂
の
日
枝
神
社
所
蔵
の
在

銘
の
一
振
が
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
本
作
も
そ

の
作
品
を
鑑
み
て
の
認
定
と
思
わ
れ
る
。
思
え
ば
鎌
倉
初
期

と
は
源
頼
朝
・
義
経
な
ど
の
英
雄
の
活
躍
し
た
こ
ろ
で
、
気

の
遠
く
な
る
よ
う
な
は
る
か
昔
で
あ
る
。
拵
も
添
え
ら
れ
て

お
り
、
い
ろ
い
ろ
な
金
具
を
取
り
合
わ
せ
て
作
ら
れ
て
お
り
、

蝶
を
幾
羽
も
黒
く
形
抜
い
た
青
貝
鞘
が
よ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

金
着
一
重
鎺　

拵
付
（
白
鞘
も
あ
り
）

　
　
　
　
　
　
　
　

重
要
刀
剣
（
昭
和
40
年
・
第
13
回
）

　
　
　
　
　
　
　
　

八
〇
〇

（800）
万
円
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腰
刻
み
黒
塗
青
貝
微
塵
蝶
文
形
抜
き
鞘
打
刀
拵

︿
頭
﹀
黒
塗
り
木
製　

鼻
繰
形
︿
縁
﹀
波
濤
図　

赤
銅
波
地　

鋤
出
彫　

金
色
絵
︿
目
貫
﹀
布
袋
に
鳥
図　

赤
銅
地　

容
彫　

金
色
絵

︿
鐔
﹀
鶴
亀
透
し　

鉄
地　

丸
形　

肉
彫
透
し　

金
布
目
象
嵌
︿
鯉
口
・
小
尻
﹀
波
龍
図　

赤
銅
波
地　

鋤
出
彫　

金
色
絵
︿
柄
﹀
白
鮫
着
黒
糸
巻
（
拵
の
総
長　

九
四
・
五
㎝
）

短
刀
　
来ら
い
く
に国

（
以
下
切
）
俊と
し

（
正
応
―
京
都
）

	
	

鎌
倉
後
期
　
約
七
三
五
年
前

●
次
頁
に
続
く

平
造
り　

刃
長
九
寸
四
分
（
28
・
５
㎝
）　

先
き
内
反
り　

元
巾
八
寸
弱　

先
巾
五
分
強　

重
ね
二
分
強

　

元
来
は
大
ぶ
り
の
短
刀
で
あ
っ
た
が
、
今
は
２
㎝
ほ
ど
磨

り
上
げ
て
銘
が
中な
か
ご心

尻
に
切
れ
て
残
る
。
重
ね
は
厚
く
三
つ

棟
で
、
身
巾
は
や
や
細
く
な
り
先
う
つ
む
き
加
減
で
ス
ル
ド

い
感
じ
と
な
る
。
彫
物
は
表
に
素
剣
、
裏
に
細
い
腰
樋
。
地

鉄
、
小
板
目
に
柾
ご
こ
ろ
が
あ
っ
て
つ
む
も
、
大
き
く
肌
の

立
っ
た
大
肌
を
交
え
て
流
れ
、
地
沸
つ
い
て
沸
映
り
た
つ
。

刃
文
、
直
ぐ
調
小
の
た
れ
で
小
沸
が
つ
き
、
小
足
・
葉
が
入

り
、
物
打
ち
辺
は
焼
き
が
少
し
甘
く
匂
い
深
と
な
る
。
帽
子
、

直
ぐ
互
ノ
目
か
ら
尖
り
気
味
に
小
丸
、
返
り
長
い
。

　

来
国
俊
は
天
下
の
名
工
で
、
時
代
も
鎌
倉
後
期
と
古
く
京

物
ら
し
い
作
風
を
展
開
し
て
い
る
。
長
い
も
の
は
優
雅
な
太

刀
姿
、
短
刀
に
お
い
て
は
古
来
よ
り
新
藤
五
国
光
・
粟
田
口

吉
光
と
と
も
に
三
名
工
の
一
人
と
し
て
知
ら
れ
る
。
本
短
刀

は
時
代
の
研
ぎ
減
り
が
あ
り
、
ま
た
少
し
磨
上
げ
ら
れ
て
銘

が
半
分
切
れ
て
い
る
が
、
来
国
俊
あ
た
り
で
あ
る
と
無
銘
で

も
重
宝
視
さ
れ
る
の
で
、
こ
れ
だ
け
は
っ
き
り
と
残
る
は
貴

重
で
あ
る
。
拵
は
新
作
で
あ
る
が
黒
塗
鞘
の
合
口
拵
が
添
え

ら
れ
た
。
金
具
は
よ
い
も
の
を
使
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

金
着
二
重
鎺　

拵
付
（
白
鞘
も
あ
り
）

　
　
　
　
　
　
　
　

特
別
保
存
刀
剣
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　
　
　
　

二
四
〇

（240）
万
円

5

●
次
頁
に
続
く
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全
身
を
除
い
て
原
寸

黒
呂
塗
鞘
短
刀
合
口
拵
（
新
作
）︿
目
貫
﹀
鳳
凰
図　

赤
銅
地　

容
彫　

金
色
絵　
︿
小
柄
﹀
柳
川
直
春
（
花
押
）　

九
曜
紋
に
桜
紋
図　

総
金
色
絵
七
々
子
地　

高
彫　

裏
・
哺
金

︿
小
刀
﹀
銘
・
尾
崎
源
五
右
衛
門
助
隆　
︿
角
所
﹀
黒
漆
塗
研
出
し　
︿
柄
﹀
白
出
し
鮫
（
拵
の
総
長　

四
五
㎝
）

●
前
頁
・
来
国
俊
の
全
身
・
拵

刀
　
無
銘
　
則の
り
な
が長

（
鎌
倉
末
期
―
大
和
）
約
七
〇
〇
年
前

鎬
造
り　

刃
長
二
尺
二
寸
一
分
（
66
・
９
㎝
）
反
り
五
分
弱

元
巾
一
寸　

先
巾
七
分　

重
ね
二
分
二
厘

　

大
磨
り
上
げ
な
が
ら
ほ
ぼ
定
寸
、
身
巾
・
反
り
頃
合
い
に
、

重
ね
厚
め
で
中
切
先
の
姿
に
表
裏
に
棒
樋
を
掻
き
流
す
。
地

鉄
、
こ
ま
か
い
柾
目
肌
が
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
て
つ
み
、
地
沸

厚
く
美
し
く
つ
く
。
刃
文
、
浅
い
の
た
れ
に
互
ノ
目
を
交
え
、

よ
く
沸
づ
き
匂
い
深
く
、
ほ
つ
れ
・
湯
走
り
・
金
筋
か
か
る
。

帽
子
、
直
ぐ
に
小
丸
で
掃
き
か
け
る
。

　

大
和
五
派
の
中
の
尻
懸
派
は
則
長
を
祖
と
し
て
栄
え
た
。

同
銘
で
続
き
、
初
代
は
鎌
倉
後
期
ご
ろ
、
南
北
朝
期
が
盛

期
で
、
下
っ
て
室
町
期
に
入
る
も
の
ま
で
見
る
。
本
作
は

無
銘
・
則
長
と
個
銘
で
重
刀
に
極
め
ら
れ
て
お
り
、
時
代
を

初
代
と
見
た
の
で
あ
ろ
う
。
作
風
は
柾
目
調
の
鍛
え
に
、
刃

文
は
浅
い
の
た
れ
に
互
ノ
目
が
目
立
ち
、
刃
中
の
働
き
盛
ん

の
と
こ
ろ
に
則
長
の
特
色
を
見
せ
て
い
る
。
加
え
て
健
全
で

あ
っ
て
、
大
事
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
に
間
違
い
な
く
、

拵
は
肥
後
拵
で
総
刻
み
の
鮫
鞘
が
落
ち
着
い
た
色
合
い
を
示

し
、
縁
頭
・
目
貫
な
ど
の
金
具
に
も
一
級
品
を
使
っ
て
い
る
。

　

な
お
尻
懸
と
は
本
来
地
名
で
、
祖
の
則
長
の
銘
に
も
﹁
大

和
国
尻
懸
住
則
長
作
﹂
と
あ
る
か
ら
明
白
で
あ
る
。
幕
末
の

古
剣
書
で
は
、
そ
の
場
所
を
、
現
在
の
奈
良
県
天
理
市
岸
田

町
尻
懸
（
旧
・
山
辺
郡
岸
田
村
）
と
し
て
い
る
。
ほ
か
に
奈

良
市
の
北
の
郊
外
だ
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
大
和
の
古
社
寺

の
う
ち
、
現
在
、
法
隆
寺
に
則
長
の
短
刀
が
20
余
振
あ
り
、

談
山
神
社
に
は
則
長
の
短
刀
が
45
振
と
太
刀
が
３
振
あ
る
。

よ
っ
て
距
離
的
に
旧
・
山
辺
郡
岸
田
村
の
方
が
両
寺
に
近
い

の
で
、
同
派
の
居
住
地
は
そ
こ
の
市
場
あ
た
り
の
可
能
性
が

高
い
と
み
ら
れ
る
。
則
長
ら
は
そ
の
地
に
住
ん
だ
た
め
、
尻

懸
派
と
呼
ば
れ
て
派
名
と
な
っ
た
。

　

重
要
刀
剣
（
昭
和
49
年
・
第
22
回
）
但
し
証
明
書

　

金
着
二
重
鎺　

拵
付
（
白
鞘
も
あ
り
）　

三
二
〇

（320）
万
円
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黒
漆
総
二
分
刻
み
研
出
し
鮫
鞘
打
刀
拵
（
肥
後
拵
）︿
縁
頭
﹀
後
藤
光
高
（
花
押
）
獅
子
図　

赤
銅
石
目
地　

高
彫　

金
色
絵
︿
目
貫
﹀
獅
子
図　

金
無
垢
地　

容
彫

︿
鐔
﹀
法
螺
貝
・
桜
花
・
梅
花
・
菊
花
陰
透
し　

鉄
磨
地　

八
ツ
木
瓜
形　

透
し
彫　

線
彫
︿
柄
﹀
白
鮫
着
薄
茶
燻（
く
す
べ
）革
（
拵
の
総
長
95
㎝
）

全
身
を

除
い
て

原
寸
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全
身
を
除
い
て
原
寸

刀
　
無
銘
　
来ら
い
く
に
み
つ

国
光

（
嘉
暦
―
京
都
）

	
	

鎌
倉
末
期
　
約
七
〇
〇
年
前

鎬
造
り　

刃
長
二
尺
三
寸
七
分
強
（
71
・
８
㎝
）　

反
り
六

分
半　

元
巾
一
寸
強　

先
巾
七
分　

重
ね
二
分
四
厘

　

大
磨
上
げ
な
が
ら
長
さ
十
分
、
身
巾
広
め
で
反
り
つ
き
、

重
ね
厚
く
重
量
が
あ
り
、
表
裏
に
太
い
棒
樋
を
掻
き
流
し

堂
々
と
し
た
姿
。
地
鉄
、
小
板
目
よ
く
錬
れ
て
つ
み
、
こ
ま

か
な
地
景
入
り
冴
え
る
。
刃
文
、
広
直
ぐ
調
で
刃
縁
に
小
沸

が
よ
く
つ
き
、
足
・
葉
よ
く
入
り
、
物
打
ち
辺
は
沸
づ
い
て

二
重
刃
な
ど
か
か
り
、
明
る
く
冴
え
る
。
帽
子
、
焼
き
深
く
、

直
ぐ
に
先
き
尖
り
気
味
に
小
丸
。

　

来
国
光
は
来
の
嫡
流
・
来
国
俊
の
子
と
伝
え
、
鎌
倉
後
期

か
ら
南
北
朝
前
期
に
か
け
て
活
躍
し
た
。
京
を
代
表
す
る
来

派
の
中
に
あ
っ
て
作
品
が
最
も
多
く
現
存
し
、
太
刀
・
短
刀

と
も
に
上
手
で
、
短
刀
に
は
乱
れ
出
来
も
見
か
け
る
が
、
太

刀
の
作
は
本
刀
に
見
る
よ
う
に
ほ
と
ん
ど
直
刃
出
来
と
な
る
。

本
作
は
が
っ
ち
り
し
た
体
配
に
棒
樋
が
入
っ
て
美
形
で
、
刃

文
は
明
る
く
足
・
葉
の
働
き
盛
ん
で
あ
る
。
健
全
で
元
か
ら

先
元
ま
で
刃
巾
変
わ
ら
ず
、
来
国
光
極
め
の
優
品
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

重
要
刀
剣
（
令
和
６
年
・
第
70
回
）

　
　
　
　
　
　

金
着
二
重
鎺　

白
鞘　
　

七
〇
〇

（700）
万
円
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脇
差
　
和
州
高
市
郡
藤
原
朝
臣
大
喜
市
太
夫
清き

よ
な
が長

　
　
　
恐
ハ
切
手
見
ヨ
鍛
冶
下
手
也

（
天
文
―
大
和
）
室
町
後
期
　
約
四
八
〇
年
前

鎬
造
り（
表
）・
平
造
り（
裏
）　

刃
長
一
尺
二
寸
四
分
（
37
・

５
㎝
）　

反
り
三
分　

元
巾
一
寸
五
厘　

先
巾
九
分　

重
ね

二
分
二
厘

　

身
巾
広
く
切
先
が
延
び
た
脇
差
で
、
重
ね
厚
め
で
先
反
り

つ
き
、
重
量
が
あ
る
。
表
に
棒
樋
と
添
え
樋
、
裏
の
腰
元
に

龍
の
櫃
内
浮
彫
が
あ
り
。
地
鉄
、
板
目
で
刃
寄
り
流
れ
、
肌

立
ち
気
味
で
黒
い
鉄
色
交
じ
り
、
地
沸
が
つ
く
。
刃
文
、
大

の
た
れ
に
互
ノ
目
を
交
え
て
沸
づ
き
、
刃
中
ほ
つ
れ
や
細
か

い
砂
流
し
か
か
る
。
帽
子
、
直
ぐ
調
で
の
た
れ
、
先
き
掃
き

か
け
る
。

　

清
長
は
系
統
不
明
で
あ
る
が
銘
に
高
市
郡
と
住す
み
か処

が
入
り
、

奈
良
市
の
ず
っ
と
南
で
あ
る
。
明あ

す

か
日
香
村
が
あ
り
、
そ
こ
の

高
松
塚
古
墳
や
巨
大
な
石
舞
台
古
墳（
蘇
我
馬
子
の
墓
）は
教

科
書
で
も
よ
く
拝
見
し
た
。
添
え
銘
が
貴
重
で
、
こ
の
銘
が

﹃
日
本
刀
銘
鑑
﹄
に
そ
の
ま
ま
所
載
さ
れ
て
時
代
は
天
文
。

　

知
ら
れ
た
作
で
あ
っ
た
が
長
い
こ
と
出
て
こ
ず
、
今
般
久

し
ぶ
り
に
見
つ
か
っ
て
日
刀
保
の
審
査
に
も
出
し
、
室
町
後

期
と
し
て
特
別
保
存
証
が
つ
い
た
。
添
え
銘
は
謙
虚
な
の
か

自
信
が
あ
る
と
い
う
か
、
い
ど
む
よ
う
な
文
章
で
他
に
見
な

い
。
現
存
す
る
作
例
は
稀
で
あ
る
が
、
本
作
は
姿
よ
く
出
来

よ
く
珍
品
の
一
振
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

特
別
保
存
刀
剣
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　
　

金
着
一
重
鎺　

白
鞘　
　

一
四
〇

（140）
万
円
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全
身
縮
小
図

原
寸

短
刀
　
冬ふ
ゆ
ひ
ろ広
作

（
天
文
―
若
狭
）

	
	

室
町
後
期
　
約
四
九
〇
年
前

平
造
り　

刃
長
七
寸
八
分
強
（
23
・
８
㎝
）　

反
り
な
し　

元
巾
七
分
五
厘　

先
巾
五
分
六
厘　

重
ね
二
分
七
厘

　

頃
合
い
の
長
さ
・
身
巾
の
短
刀
で
、
重
ね
が
厚
い
鎧
通
し

の
造
り
込
み
で
ガ
ッ
シ
リ
と
す
る
。
地
鉄
、
板
目
に
流
れ
を

交
え
、
幾
分
黒
味
が
か
り
、
肌
立
ち
ご
こ
ろ
で
地
沸
が
つ

く
。
刃
文
、
互
ノ
目
に
小
乱
れ
や
尖
り
風
を
交
え
、
小
沸
づ

き
、
刃
中
に
金
筋
風
か
か
り
、
末
相
州
風
の
趣
が
あ
る
。
帽

子
、
焼
き
深
く
乱
れ
込
み
、
先
き
小
丸
で
長
く
返
る
。

　

冬
広
は
若
狭
の
名
門
。
祖
は
室
町
中
期
の
人
で
、
相
州
二

代
広
次
の
子
と
い
わ
れ
、
若
狭
国
小
浜
に
移
住
し
て
き
た
。

代
々
同
銘
が
同
地
に
つ
づ
き
、
室
町
後
期
か
ら
末
期
の
冬
広

一
門
の
活
躍
は
華
々
し
い
。
一
般
に
伯
耆
の
広
賀
と
と
も
に
、

末
相
州
系
の
出
店
の
ご
と
き
鍛
冶
一
族
と
い
わ
れ
、
本
作
は

そ
の
典
型
で
か
つ
出
色
の
出
来
で
あ
る
。
姿
も
よ
く
、
棟
を

三
つ
棟
に
す
る
は
相
州
伝
の
表
示
で
あ
ろ
う
。
拵
は
黒
塗
総

刻
み
の
凝
っ
た
合
口
拵
。
目
貫
の
壺
笠
桐
は
高
級
品
で
拵
の

高
位
を
示
し
て
い
る
が
、
小
柄
・
笄
が
抜
か
れ
て
し
ま
っ
て

い
る
の
は
誠
に
残
念
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

金
着
二
重
鎺　

拵
付
（
白
鞘
も
あ
り
）

　
　
　
　
　
　
　
　

特
別
貴
重
刀
剣
認
定
書
付

　
　
　
　
　
　
　
　

七
五
（75）
万
円

総
刻
み
黒
呂
塗
合
口
拵　
黒
漆
塗
角　
︿
目
貫
﹀
壺
笠
桐

図　

丸
形　

赤
銅
七
々
子
地　

高
彫　

金
色
絵　
︿
小
柄
・

笄
﹀
欠
く　
（
拵
の
総
長　

三
九
㎝
）

　

返
角
（
か
え
り
づ
の
）
ま
で
刻
み
に
し
て
い
る
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短
刀
　
相
州
住
康や
す
は
る春

（
天
文
―
相
模
）

	
	

室
町
後
期
　
約
四
九
〇
年
前

平
造
り　

刃
長
七
寸
強
（
21
・
３
㎝
）　

反
り
無
し　

元
巾

七
分
強　

先
巾
四
分
五
厘　

重
ね
一
分
七
厘

　

小
ぶ
り
の
無
反
り
の
短
刀
で
、
姿
よ
く
重
ね
や
や
薄
く
三

つ
棟
と
な
り
、
表
に
妙
、
裏
に
法
の
文
字
を
切
分
け
て
刻
す

る
。
地
鉄
、
小
板
目
に
流
れ
入
り
、
肌
立
ち
ご
こ
ろ
交
じ
る

も
地
沸
つ
き
白
気
風
の
映
り
立
つ
。
刃
文
、
互
ノ
目
丁
子
に

小
沸
が
つ
き
、
刃
中
に
沸
筋
風
の
金
筋
か
か
る
。
帽
子
、
乱

れ
か
ら
直
ぐ
と
な
り
先
き
尖
っ
て
掃
き
か
け
、
返
り
長
い
。

　

鎌
倉
が
衰
亡
し
て
新
た
に
小
田
原
に
北
条
氏
が
興
り
、
こ

の
地
に
相
当
数
の
刀
工
が
居
住
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ

ら
を
小
田
原
相
州
と
呼
び
、
康
春
も
そ
の
一
人
で
あ
る
。
康

春
は
島
田
義
助
の
門
人
で
初
銘
・
泰
春
。
小
田
原
に
移
住
し

て
北
条
氏
康
よ
り
康
の
字
を
授
け
ら
れ
康
春
に
改
め
た
と
伝

え
ら
れ
、
綱
広
・
総
宗
等
と
共
に
末
相
州
を
代
表
す
る
一
人

で
あ
る
。
小
田
原
相
州
物
の
現
存
刀
は
末
備
前
・
末
関
に
比

べ
る
と
い
た
っ
て
少
な
い
。
ま
た
末
相
州
一
派
に
は
伝
統
の

秀
れ
た
彫
刻
の
作
刀
が
多
く
あ
り
、
本
作
表
裏
の
妙
・
法
の

文
字
彫
は
日
蓮
宗
の
お
題
目
、
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
略
で
あ

ろ
う
。
そ
れ
ら
を
鑑か
ん
がみ
前
の
お
持
ち
主
が
目
を
瞠み
は

る
拵
を
注

文
し
た
。
銘
木
を
削
り
だ
し
海
老
鞘
拵
と
し
、
小
柄
・
笄
ま

で
同
作
と
す
る
。
よ
く
こ
の
堅
木
を
削
り
上
げ
こ
こ
ま
で
の

ツ
ヤ
を
出
し
た
も
の
で
初
見
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

拵
付
（
白
鞘
は
葆
光
=
神
津
伯
の
鞘
書
あ
り
）

　
　
　
　
　

保
存
刀
剣
鑑
定
書
付　

金
着
一
重
鎺

　
　
　
　
　

九
五
（95）
万
円

茶
堅
木
総
刻
み
短
刀
海
老
鞘
拵　
︿
縁
頭
・
小
柄
・

笄
・
栗
形
・
裏
瓦
を
茶
色
銘
木
で
作
る
﹀︿
目
釘
﹀
表
裏
の

頭
が
金
色
絵
の
ね
じ
込
み
式　
︿
小
刀
﹀
銀
無
垢
地
（
拵
の

総
長　

四
一
・
五
㎝
）
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全
身
を
除
い
て
原
寸

刀
　
飛
騨
守
藤
原
氏う

じ
ふ
さ房
作

（
慶
長
―
尾
張
）

	
	

江
戸
初
期
　
約
四
二
〇
年
前

鎬
造
り　

刃
長
二
尺
二
寸
六
分
（
68
・
３
㎝
）　

反
り
五
分

五
厘　

元
巾
一
寸
二
厘　

先
巾
八
分　

重
ね
二
分
六
厘

　

切
先
が
大
き
く
延
び
、
身
巾
広
め
に
反
り
頃
合
い
の
慶
長

新
刀
姿
で
、
重
ね
も
厚
く
手
応
え
あ
り
。
表
裏
に
棒
樋
を
掻

き
通
し
て
見
ば
え
よ
い
。
地
鉄
、
小
板
目
に
柾
ご
こ
ろ
が
交

じ
っ
て
錬
れ
、
表
の
中
ほ
ど
下
は
大
板
目
が
か
り
、
地
沸
が

よ
く
つ
く
。
刃
文
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
の
た
れ
刃
に
、
互
ノ

目
や
足
が
入
り
、
小
沸
つ
い
て
匂
い
深
く
、
処
々
に
荒
目
の

沸
が
か
ら
ん
で
ほ
つ
れ
、
二
重
刃
・
砂
流
し
か
か
る
。
帽
子
、

焼
き
深
く
、
直
ぐ
に
先
き
小
丸
で
棟
焼
き
に
つ
な
が
る
。

　

飛
騨
守
氏
房
は
若
狭
守
氏
房
の
嫡
男
。
天
正
５
年
に
は
織

田
信
孝
（
信
長
の
三
男
）
の
側
小
姓
と
し
て
出
仕
し
て
い
た

が
、
11
年
に
信
孝
が
自
害
し
た
た
め
浪
人
と
な
り
、
父
に
つ

い
て
鍛
刀
を
始
め
た
。
二
年
後
に
父
が
没
、
初
代
・
伯
耆
守

信
高
に
師
事
す
る
。
20
年
に
政
常
・
信
高
と
と
も
に
清
洲
の

領
主
で
あ
る
関
白
秀
次
の
斡
旋
に
よ
っ
て
三
名
同
時
に
受
領

し
た
。
の
ち
慶
長
15
年
に
名
古
屋
城
が
完
成
す
る
と
と
も
に

名
古
屋
に
移
住
し
、
65
歳
ま
で
鍛
刀
し
た
。
本
作
は
、
得
意

の
大
の
た
れ
に
互
ノ
目
を
焼
い
た
出
来
で
姿
は
力
強
く
、
い

か
に
も
江
戸
初
期
の
雰
囲
気
で
あ
る
。

　
　
　
　

素
銅
無
垢
一
重
鎺　

白
鞘

　
　
　
　

特
別
保
存
刀
剣
鑑
定
書
付　
　

二
二
〇

（220）
万
円



13

全
身
を
除

い
て
原
寸

彫
原
寸

刀
　
紀
伊
国
康や

す
ひ
ろ広

（
万
治
―
紀
伊
）

	
	

江
戸
前
期
　
約
三
六
五
年
前

鎬
造
り　

刃
長
二
尺
三
寸
一
分
（
70
㎝
）
反
り
七
分
弱

元
巾
一
寸
三
厘　

先
巾
七
分
弱　

重
ね
二
分
四
厘

　

頃
合
い
の
長
さ
に
先
巾
や
や
狭
ま
り
、
反
り
深
く
、
重
ね

厚
く
中
切
先
で
、
表
に
力
強
い
ご
く
深
い
彫
り
口
の
真
の
玉

追
い
龍
、
裏
に
梵
字
と
爪
付
の
護ご

ま摩
箸ば
し

を
彫
る
。
地
鉄
、
板

目
よ
く
錬
れ
て
柾
を
交
え
、
肌
立
ち
ご
こ
ろ
に
地
沸
つ
い
て

淡
い
映
り
た
つ
。
刃
文
、
焼
巾
の
広
い
丁
子
に
互
ノ
目
・
小

乱
れ
を
連
ら
ね
、
物
打
ち
上
は
直
ぐ
丁
子
風
と
な
り
、
小
沸

つ
い
て
足
・
葉
さ
か
ん
に
入
り
華
や
か
。
帽
子
、
直
ぐ
調
に

小
互
ノ
目
が
か
り
先
き
小
丸
。

　

大
坂
石
堂
派
の
祖
・
備
中
守
康
広
の
初
期
作
で
あ
る
。
大

坂
石
堂
と
は
紀
州
か
ら
康
広
が
大
坂
へ
移
住
し
た
こ
と
に
よ

り
興
り
、
ま
た
多
く
の
紀
州
石
堂
派
の
刀
工
た
ち
も
来
住
し

た
。
作
風
は
お
家
芸
の
備
前
伝
で
、
中
で
も
康
広
と
多
々
良

長
幸
が
名
高
い
。
本
作
は
備
中
守
を
受
領
す
る
以
前
、
紀
州

在
住
の
初
期
作
で
、
地
刃
に
力
が
あ
っ
て
華
や
か
。
特
に
研

減
り
の
な
い
玉
追
い
龍
の
彫
物
は
迫
力
あ
っ
て
見
事
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

特
別
保
存
刀
剣
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　

金
着
二
重
鎺　

白
鞘　
　

一
六
五

（165）
万
円
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刀
　
和
泉
守
藤
原
兼か

ね
し
げ重

（
正
保
―
江
戸
）

	
	

江
戸
前
期
　
約
三
八
〇
年
前

鎬
造
り　

刃
長
二
尺
三
寸
五
分
（
71
・
２
㎝
）　

反
り
五
分

元
巾
一
寸
二
厘　

先
巾
六
分
五
厘　

重
ね
二
分
五
厘

　

長
さ
定
寸
に
、
身
巾
は
尋
常
で
重
ね
厚
く
つ
き
、
反
り
頃

合
い
に
中
切
先
。
地
鉄
、
小
板
目
が
つ
み
、
地
景
入
っ
て
、

地
沸
が
厚
く
つ
く
。
刃
文
、
焼
き
高
め
に
、
上
半
は
浅
い
互

ノ
目
に
小
の
た
れ
が
交
じ
り
、
下
半
は
互
ノ
目
に
高
低
が
つ

き
、
総
体
に
匂
い
深
く
、
刃
縁
に
小
沸
が
よ
く
つ
き
、
こ
ま

か
い
砂
流
し
か
か
っ
て
、
短
い
足
が
入
る
。
帽
子
、
焼
き
深

く
、
直
ぐ
に
小
丸
で
、
返
り
長
く
焼
き
下
げ
る
。

　

和
泉
守
兼
重
は
生
国
越
前
、
は
じ
め
鏃や
じ
り鍛

冶
で
あ
っ
た
が

刀
工
に
転
じ
、
寛
永
の
初
年
、
江
戸
に
出
て
和
泉
守
を
受
領

し
、
藤
堂
家
に
抱
え
ら
れ
る
。
強
い
鍛
え
に
、
沸
・
匂
い
の

深
い
刃
文
を
焼
き
、
そ
の
出
来
ば
え
か
ら
虎
徹
の
師
匠
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
兼
重
二
代
の
上
総
介
兼
重
の
作
は
ま
ま
見

か
け
る
が
、
初
代
・
和
泉
守
兼
重
は
少
な
い
。
本
作
は
見
栄

え
の
よ
い
刀
で
、
出
来
も
た
い
へ
ん
よ
く
典
型
の
作
で
、
ま

た
上
等
の
馬
金
具
の
拵
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　

赤
銅
着
一
重
鎺　

拵
付
（
白
鞘
も
あ
り
）

　
　
　
　
　
　
　

特
別
保
存
刀
剣
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　
　
　

二
五
〇

（250）
万
円

黒
塗
猫
掻
き
風
線
入
り
鞘
打
刀
拵　
︿
縁
頭
﹀
英
致
（
花
押
）
群
馬
図　

赤
銅
七
々
子
地　

高
彫　

金
・
素
銅
・
赤
銅
色
絵　
︿
目
貫
﹀
飾
り
馬
図　

赤
銅
地　

容
彫　

金
色
絵

︿
鐔
﹀
杢
目
肌
図　

鉄
地　

木
瓜
形　

小
透
し　

金
覆
輪　
︿
小
柄
・
笄
﹀
飾
り
馬
図　

赤
銅
七
々
子
地　

高
彫　

金
色
絵　

裏
・
磨
地　
︿
柄
﹀
白
鮫
着
濃
緑
糸
巻
（
拵
の
総
長　

九
八
㎝
）
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黒
塗
猫
掻
き
風
線
入
り
鞘
打
刀
拵　
︿
縁
頭
﹀
英
致
（
花
押
）
群
馬
図　

赤
銅
七
々
子
地　

高
彫　

金
・
素
銅
・
赤
銅
色
絵　
︿
目
貫
﹀
飾
り
馬
図　

赤
銅
地　

容
彫　

金
色
絵

︿
鐔
﹀
杢
目
肌
図　

鉄
地　

木
瓜
形　

小
透
し　

金
覆
輪　
︿
小
柄
・
笄
﹀
飾
り
馬
図　

赤
銅
七
々
子
地　

高
彫　

金
色
絵　

裏
・
磨
地　
︿
柄
﹀
白
鮫
着
濃
緑
糸
巻
（
拵
の
総
長　

九
八
㎝
）

脇
差
　
但
馬
国
法
城
寺
橘
正ま
さ
の
り則

（
寛
文
―
江
戸
）

	
	

江
戸
前
期
　
約
三
六
〇
年
前

鎬
造
り　

刃
長
一
尺
七
寸
弱
（
51
・
４
㎝
）
反
り
三
分
三
厘

元
巾
一
寸　

先
巾
六
分
七
厘　

重
ね
二
分
三
厘

　

頃
合
い
の
長
さ
に
重
ね
厚
く
、
切
先
詰
り
ご
こ
ろ
で
元
先

に
巾
差
が
つ
き
、
反
り
浅
め
の
寛
文
新
刀
体
配
。
地
鉄
、
小

板
目
が
錬
れ
て
よ
く
つ
み
、
地
沸
こ
ま
か
く
つ
い
て
冴
え
て

美
し
い
肌
合
い
。
刃
文
、
焼
き
高
く
、
小
沸
出
来
の
の
た
れ

調
に
足
が
入
り
、
沸
・
匂
い
深
く
、
処
々
沸
が
強
め
に
つ
き
、

沸
筋
よ
く
か
か
る
。
帽
子
、
直
ぐ
に
小
丸
。

　

法
城
寺
正
則
は
但
馬
国
の
出
身
で
、
初
代
正
弘
の
門
人
。

貞
宗
三
哲
の
一
人
に
数
え
ら
れ
る
但
馬
国
出
身
の
法
城
寺
国

光
の
末
裔
と
い
う
近
江
守
正
弘
を
頭
領
と
す
る
江
戸
法
城
寺

派
は
、
寛
文
ご
ろ
の
江
戸
鍛
冶
の
中
で
も
最
も
多
く
の
門
弟

・
門
流
を
誇
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
門
人
で
は
貞
国
・
正
照
・

吉
次
・
国
正
ら
が
名
高
い
。
今
回
の
正
則
は
作
品
の
少
な
い

方
で
あ
る
が
、
平
成
十
年
に
は
刀
が
一
振
、
重
刀
に
指
定
さ

れ
た
。
技
量
の
高
さ
は
推
し
量
る
こ
と
が
で
き
、
本
作
も
カ

チ
ッ
と
し
た
出
来
ば
え
の
会
心
作
で
あ
る
。
拵
は
黒
呂
鞘
の

尋
常
な
も
の
で
赤
銅
七
々
子
地
の
金
具
が
つ
く
。

　
　
　
　
　

銀
無
垢
二
重
鎺　

拵
付
（
白
鞘
も
あ
り
）

　
　
　
　
　

特
別
保
存
刀
剣
鑑
定
書
付　
　

八
〇
（80）
万
円

●
次
頁
に
続
く
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黒
呂
塗
鞘
脇
差
拵　
︿
縁
頭
﹀
秋
草
図　

赤
銅
七
々
子
地　

高
彫　

金
色
絵
︿
目
貫
﹀
紅
葉
狩
り
図　

赤
銅
地　

容
彫　

金
色
絵
︿
鐔
﹀
長
州
萩
住
岡
田
政
富
作　

蘇
鉄
図　

鉄
地

丸
形　

肉
彫
透
し
︿
小
柄
﹀
枝
菊
図　

赤
銅
七
々
子
地　

高
彫　

金
色
絵
︿
柄
﹀
白
鮫
着
黒
糸
巻
（
拵
の
総
長　

七
六
・
五
㎝
）

●
前
頁
・
正
則
の
全
身
・
拵

刀
〈
枝
菊
紋
〉
大
法
師
法
橋
来ら
い
え
い
せ
ん

栄
泉

和
泉
守
藤
原
来ら

い
き
ん
み
ち

金
道

〈
金
象
嵌
　
三
ツ
胴
落
〉
天
和
元
年
〇
月
吉
日

（
天
和
―
京
都
）
江
戸
前
期

三
四
四
年
前

鎬
造
り　

刃
長
二
尺
三
寸
一
分
（
69
・
９
㎝
）
反
り
四
分
強

元
巾
一
寸
四
厘　

先
巾
七
分　

重
ね
二
分
二
厘

　

長
さ
定
寸
に
身
巾
頃
合
い
、
反
り
浅
く
元
先
に
巾
差
の
や

や
つ
い
た
寛
文
体
配
で
、
表
に
腰
樋
と
添
樋
を
丈た
け
く
ら比

べ
に
、

裏
に
梵
字
と
護
摩
箸
を
刻
し
て
ス
ッ
キ
リ
と
し
て
い
る
。
地

鉄
、
板
目
に
流
れ
を
交
え
て
地
沸
が
つ
き
、
刃
寄
り
に
柾
目

が
顕
著
に
現
れ
る
。
刃
文
、
焼
き
の
高
い
互
ノ
目
乱
れ
で
、

箱
が
か
る
刃
な
ど
も
交
え
て
沸
・
匂
い
深
く
、
足
入
り
、
砂

流
し
・
沸
筋
さ
か
ん
に
か
か
る
。
帽
子
、
直
ぐ
に
浅
く
小
丸
。

　

京
の
三
品
一
派
の
う
ち
金
道
と
い
う
と
、
す
ぐ
に
長
男
の

伊
賀
守
金
道
系
が
思
い
浮
か
ぶ
が
、
次
男
の
来
金
道
系
も
腕

が
よ
い
。
本
作
の
来
栄
泉
は
二
代
目
で
、
和
泉
守
来
金
道
が

三
代
目
と
な
る
。
銘
の
上
部
に
上
手
な
枝
菊
紋
を
切
る
の
が

特
徴
で
本
作
の
中な
か
ご心

も
と
て
も
き
れ
い
。
こ
の
よ
う
な
切
り

銘
は
幾
振
か
見
か
け
、
中
で
も
本
作
は
﹁
三
ツ
胴
落
﹂
の
金

象
嵌
截
断
銘
が
入
り
、
年
紀
も
あ
っ
て
ま
こ
と
に
好
ま
し
い
。

　
　
　
　
　

保
存
刀
剣
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　

甲
種
特
別
貴
重
刀
剣
認
定
証
付
（
昭
和
55
年
）

　
　
　
　
　

赤
銅
着
一
重
鎺　

白
鞘　
　

一
七
〇

（170）
万
円

元
巾
一
寸
四
厘　

先
巾
七
分　

重
ね
二
分
二
厘

　

長
さ
定
寸
に
身
巾
頃
合
い
、
反
り
浅
く
元
先
に
巾
差
の
や

　

京
の
三
品
一
派
の
う
ち
金
道
と
い
う
と
、
す
ぐ
に
長
男
の

伊
賀
守
金
道
系
が
思
い
浮
か
ぶ
が
、
次
男
の
来
金
道
系
も
腕

　
　
　
　
　

甲
種
特
別
貴
重
刀
剣
認
定
証
付
（
昭
和
55
年
）

　
　
　
　
　

赤
銅
着
一
重
鎺　

白
鞘　
　

一
七
〇

（170）
万
円
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脇
差
〈
菊
紋
〉
播
磨
守
藤
原
忠た
だ
く
に国

（
三
代
）

　
　
〈
枝
牡
丹
紋
〉
以
南
蛮
鉄
作
之

	
	

（
元
禄
―
肥
前
）

	
	

	

江
戸
中
期
　
約
三
三
〇
年
前

鎬
造
り　

刃
長
一
尺
七
寸
九
分
強
（
54
・
２
㎝
）
反
り
五
分

元
巾
一
寸
五
厘　

先
巾
八
分　

重
ね
二
分
五
厘

　

頃
よ
い
長
さ
の
脇
差
で
、
身
巾
広
く
重
ね
厚
く
、
先
反
り

つ
い
て
中
切
先
。
表
裏
に
丸
留
め
の
棒
樋
を
刻
す
る
も
重
量

は
ド
ッ
シ
リ
と
重
い
。
地
鉄
、
小
板
目
よ
く
錬
れ
、
黒
ず
ん

だ
鉄
色
が
沈
み
こ
む
よ
う
に
交
わ
り
、
地
沸
厚
く
つ
く
。
刃

文
、
互
ノ
目
・
丁
子
・
矢
筈
な
ど
の
乱
れ
刃
で
、
小
沸
づ
き

処
々
荒
目
の
沸
つ
い
て
一
部
地
に
こ
ぼ
れ
、
刃
中
沸
筋
か
か

る
。
帽
子
、
乱
れ
込
み
、
先
き
掃
き
か
け
て
返
り
長
い
。

　

脇
肥
前
・
忠
国
の
三
代
目
の
作
。
忠
国
家
は
肥
前
刀
の
中

で
も
正
広
・
行
広
家
と
と
も
に
傍
肥
前
を
代
表
し
て
い
る
が
、

初
代
の
忠
国
が
肥
前
鍋
島
家
の
支
藩
で
あ
る
小お

ぎ城
鍋
島
家
に

抱
え
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
小
城
藩
工
を
代
々
つ
と
め
て
い
る

（
小
城
は
佐
賀
市
の
北
西
部
）。
三
代
忠
国
は
二
代
忠
国
の

長
男
で
元
禄
８
年
に
播
磨
守
を
受
領
し
た
。
こ
の
工
を
ふ
く

め
、
忠
国
家
は
小
城
町
の 

一
角
に
屋
敷
を
与
え
ら
れ
幕
末

ま
で
続
い
た
。
ま
た
中な
か
ご心

に
菊
紋
と
抱
え
枝
牡
丹
紋
を
き
る

の
は
各
代
忠
国
に
ま
ま
見
る
と
こ
ろ
で
、
本
作
の
中
心
も
二

つ
の
紋
を
表
裏
に
切
り
分
け
て
と
て
も
き
れ
い
。
忠
国
ら
し

く
刃
文
が
あ
ば
れ
、
全
体
に
覇
気
あ
る
出
来
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

上
蓋
金
着
・
下
蓋
素
銅
二
重
鎺　

白
鞘

　
　
　
　
　
　
　

特
別
保
存
刀
剣
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
寒
山
博
士
鞘
書
あ
り

　
　
　
　
　
　
　

八
〇
（80）
万
円

●
次
頁
に
続
く



18

●
前
頁
・
忠
国
の
刃
文
・
中
心
・
全
身

全
身
を
除
い
て
原
寸

18

●
前
頁
・
忠
国
の
刃
文
・
中
心
・
全
身
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刀　
川
部
儀
八
郎
藤
原
正ま
さ
ひ
で秀

（
花
押
）〈
刻
印
〉

　
文
化
十
二
年
二
月
吉
祥
日

（
江
戸
後
期
│
江
戸
）
二
一
〇
年
前

鎬
造
り　

刃
長
二
尺
二
寸
一
分
半
（
67
・
１
㎝
）
反
り
五
分

五
厘　

元
巾
九
分
九
厘　

先
巾
六
分
弱　

重
ね
二
分
三
厘

　

先
が
狭
ま
る
や
や
優
し
い
感
じ
の
刀
姿
。
地
鉄
、
水
心
子

晩
年
の
鏡
鉄
と
呼
ば
れ
る
無
地
風
の
鍛
え
で
、
地
沸
つ
い
て

よ
く
つ
む
。
刃
文
、
小
沸
出
来
の
直
刃
、
締
ま
っ
て
わ
ず
か

に
小
足
入
り
、
処
々
の
た
れ
て
、
上
の
方
は
沸
が
強
く
大
粒

と
な
っ
て
刃
縁
に
つ
く
。
帽
子
、
直
ぐ
に
小
丸
。

　

新
々
刀
の
開
祖
に
し
て
最
上
作
の
水
心
子
正
秀
、
66
歳
の

作
で
あ
る
。
文
化
・
文
政
の
こ
ろ
の
水
心
子
は
復
古
論
を
実

践
し
て
、
古
備
前
風
の
焼
刃
の
低
い
作
刀
が
多
く
、
姿
も
比

較
的
優
し
い
も
の
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
使
い
や
す
さ
と
刀

が
折
れ
な
い
こ
と
を
第
一
義
に
お
い
た
た
め
で
あ
る
。
先
般
、

刀
剣
博
物
館
で
﹁
江
戸
三
作
展
﹂
が
あ
り
、
拝
見
し
た
が
水

心
子
の
作
品
の
体
配
は
皆
こ
の
よ
う
な
先
き
狭
ま
る
も
の
で

あ
っ
た
。
文
政
八
年
に
76
歳
で
大
往
生
し
て
い
る
。
拵
は
朱

黒
混
り
の
浅
い
横
刻
み
の
鞘
に
牡
丹
獅
子
の
鉄
金
具
主
体
で

華
や
か
め
の
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

特
別
保
存
刀
剣
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
寒
山
博
士
鞘
書
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　

金
着
一
重
鎺　

拵
付
（
白
鞘
も
あ
り
）

　
　
　
　
　
　
　
　

二
二
〇

（220）
万
円

●
次
頁
に
続
く
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朱
黒
塗
横
刻
み
鞘
打
刀
拵　
︿
縁
頭
﹀
牡
丹
図　

鉄
地　

赤
銅
高
彫
︿
目
貫
﹀
龍
図　

赤
銅
地　

容
彫　

金
色
絵

︿
鐔
﹀
牡
丹
獅
子
図　

鉄
地　

木
瓜
形　

真
鍮
・
赤
銅
据
文　

高
彫　

金
色
絵
︿
小
尻
﹀
柴
図　

赤
銅
象
嵌　

鉄
地
︿
柄
﹀
白
鮫
着
黒
糸
巻
（
拵
の
総
長　

一
〇
〇
㎝
）

刀
　
石
堂
藤
原
是こ

れ
か
ず一
精
鍛
作
之
　

　
　
明
治
四
年
二
月
日

（
幕
末
―
東
京
）
一
五
四
年
前

冠
落
し
造
り　

刃
長
二
尺
五
寸
二
分（
76
・
３
㎝
）反
り
六
分

元
巾
一
寸
一
分　

先
巾
九
分
強　

重
ね
二
分
三
厘

　

長
寸
の
冠
落
し
造
り
の
刀
で
、
身
巾
広
く
重
ね
厚
め
、
先

反
り
深
く
つ
き
、
切
先
大
き
く
延
び
て
力
強
い
。
表
裏
の
上

部
を
削
ぎ
,
下
半
に
薙
刀
樋
と
添
樋
を
掻
き
通
し
て
美
し
い
。

地
鉄
、
小
板
目
よ
く
錬
れ
て
つ
み
、
地
沸
厚
く
つ
い
て
精
美
。

刃
文
、
沸
づ
い
た
丁
子
に
互
ノ
目
を
交
え
、
匂
い
深
く
足
が

さ
か
ん
に
入
る
。
帽
子
、
互
ノ
目
か
ら
先
き
尖
り
風
に
返
る
。

　

是
一
は
長
運
斎
綱
俊
の
甥
で
生
国
米
沢
。
江
戸
石
堂
家
の

養
子
と
な
っ
て
七
代
目
是
一
に
な
る
。
作
風
は
沸
出
来
の
丁

子
乱
れ
を
得
意
と
し
、
幕
府
の
抱
え
工
に
も
召
さ
れ
直
胤
・

清
麿
な
ど
没
後
の
実
力
者
。
新
政
府
に
な
る
と
明
治
元
年
に

行
政
官
付
き
の
刀
鍛
冶
、
翌
年
に
東
京
府
付
き
刀
鍛
冶
を
命

じ
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
間
も
な
く
廃
止
さ
れ
、
廃
刀
令
（
明

治
３
年
と
９
年
）
以
後
は
芝
新
門
前
町
に
住
み
小
刀
や
鋏
を

作
っ
た
。
本
作
は
最
初
の
廃
刀
令
が
出
さ
れ
た
の
が
３
年
12

月
で
あ
る
の
で
、
そ
の
声
を
聞
い
た
翌
年
間
も
な
く
の
作
。

是
一
が
思
い
の
丈
を
込
め
た
よ
う
な
畢
生
の
作
で
あ
る
。
明

治
18
年
没
。
拵
も
添
え
ら
れ
て
お
り
、
菊
桐
紋
金
具
に
朱
塗

鞘
の
シ
ッ
カ
リ
し
た
も
の
。
華
や
か
で
中
の
大
切
先
の
刀
に

似
合
っ
て
い
る
。

　
　
　

金
鍍
金
一
重
鎺　

拵
付
（
白
鞘
も
あ
り
）

　
　
　

佐
藤
寒
山
博
士
鞘
書
あ
り

　
　
　
﹃
新
々
刀
大
鑑
﹄
所
載

　
　
　

特
別
保
存
刀
剣
鑑
定
書
付

　
　
　

二
三
〇

（230）
万
円

●
前
頁
・
藤
原
正
秀
の
全
身
・
拵
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朱
（
銀
混
り
）
塗
鞘
打
刀
拵　
︿
縁
頭
﹀
桐
紋
散
し
図　

赤
銅
荒
石
目
地　

高
彫　

金
色
絵
︿
目
貫
﹀
神
獣
図　

赤
銅
地　

容
彫

︿
鐔
﹀
菊
桐
紋
散
し
図　

赤
銅
七
々
子
地　

長
丸
形　

高
彫　

金
色
絵　

耳
・
金
覆
輪
︿
鞘
口
・
小
尻
﹀
横
鑢
掛
け
金
色
絵
地
︿
柄
﹀
白
鮫
着
黒
糸
巻
（
拵
の
総
長　

一
〇
七
㎝
）

︿
鐔
﹀
菊
桐
紋
散
し
図　

赤
銅
七
々
子
地　

長
丸
形　

高
彫　

金
色
絵　

耳
・
金
覆
輪
︿
鞘
口
・
小
尻
﹀
横
鑢
掛
け
金
色
絵
地
︿
柄
﹀
白
鮫
着
黒
糸
巻
（
拵
の
総
長　

一
〇
七
㎝
）
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鐔
　
無
銘
　
埋う

め
た
だ忠

棚た
な
つ
る蔓

木ぎ

図
真
鍮
磨
地
お
多
福
形
平
象
嵌
捻ひ
ね

り
返
し
耳

　

少
し
波
打
つ
真
鍮
地
に
溜た
ら

し
込
み
の
描
画
の
よ
う
な
赤
銅

平
象
嵌
で
、
垂
れ
下
が
る
蔓
と
葡
萄
の
葉
を
黒
々
と
描
き
、

葉
脈
に
短
く
金
線
象
嵌
を
入
れ
る
。
裏
は
三
出
複
葉
と
棚
木

を
同
様
に
赤
銅
平
象
嵌
。

　

埋
忠
派
は
、
元
来
、
足
利
将
軍
家
の
御
用
を
勤
め
た
金
工

師
で
、
桃
山
時
代
の
埋
忠
明
寿
を
代
表
と
す
る
。
京
都
西
陣

を
処
点
に
製
作
し
、
後
藤
家
と
並
ぶ
名
流
で
あ
る
。
両
家
は

小
道
具
製
作
の
ほ
か
に
、
貨
幣
に
関
す
る
仕
事
や
、
刀
の
工

作（
磨
上
げ
・
象
嵌
な
ど
）の
任
務
を
与
え
ら
れ
、
別
格
の
家

格
で
あ
っ
た
。
小
道
具
に
お
い
て
も
明
寿
は
鐔
こ
そ
作
る
が

目
貫
・
小
柄
・
笄
は
製
作
せ
ず
、
そ
れ
ら
は
後
藤
家
が
担
当
。

両
家
の
間
に
は
小
道
具
製
作
に
つ
い
て
完
全
な
業
務
の
分
担

が
確
認
さ
れ
て
い
た
と
い
い
、
地
が
ね
も
後
藤
は
赤
銅
七
々

子
地
、
そ
れ
に
対
し
て
埋
忠
は
平
地
に
平
象
嵌
と
な
る
。

　

本
作
は
明
寿
と
は
い
か
ぬ
に
し
て
も
相
当
代
の
上
が
る
埋

忠
の
作
で
、
こ
の
地
が
ね
の
風
合
い
の
よ
さ
、
ま
た
平
象
嵌

の
意
匠
な
ど
他
の
追
随
を
許
さ
ぬ
も
の
が
あ
る
。
江
戸
初
期
。

◆
縦
七
二
・
五
㎜　

横
六
七
・
五
㎜　

厚
さ
二
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　

保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　
　
　
　

上
製
落
し
箱
入
り　
　

三
八
（38）
万
円

鐔
　
無
銘
　
甲
冑
師

二
挺
鎌
透
し
鉄
時し
ぐ
れ
や
す
り

雨
鑢
地
丸
形
陰
透
し
耳
・
打
返
し

　

枯
れ
た
鉄
味
の
薄
手
の
鐔
で
、
地
に
浅
く
縦
鑢
を
入
れ
、

耳
は
小
気
味
よ
く
打
返
す
。
透
し
の
二
挺
の
鎌
は
配
置
よ
く
、

ク
ッ
キ
リ
と
際
立
ち
、
今
に
も
通
じ
る
意
匠
で
あ
る
。

　

連
綿
と
甲
冑
造
り
を
生な
り
わ
い業
に
し
て
き
た
甲
冑
工
も
、
室
町

中
期
か
ら
後
期
に
も
な
る
と
か
た
わ
ら
鐔
も
製
作
し
、
江
戸

期
に
入
る
と
そ
の
数
は
増
え
て
く
る
。
作
は
鉄
味
よ
く
、
シ

ン
プ
ル
な
意
匠
は
奥
深
く
味
わ
い
深
い
も
の
で
あ
る
。
本
作

は
甲
冑
師
鐔
の
中
に
あ
っ
て
も
際
立
つ
図
柄
と
い
え
、
ま
た

長
い
間
に
持
ち
主
た
ち
が
少
し
ず
つ
手
を
加
え
、
小
柄
孔
は

鉛
で
埋
め
、
中な
か
ご心
孔
の
内
側
に
は
渋
い
素
銅
の
責
金
を
入
れ

る
な
ど
、
味
わ
い
深
さ
が
増
し
て
い
る
。
江
戸
初
期
。

◆
縦
七
七
㎜　

横
七
六
・
三
㎜　

厚
さ
二
㎜

　
　
　
　
　
　
　

特
別
保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
寒
山
博
士
箱
書
あ
り
（
昭
和
45
年
）

　
　
　
　
　
　
　

上
製
落
し
箱
入
り　
　

二
〇
（20）
万
円

22
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大
小
鐔
　
以
形
又
七
　
俊と

し
ゆ
き行

霞
桜
枯
木
象
嵌
図　

鉄
磨
地　

菊
花
形　

金
枯
木
象
嵌　

陰

透
し　

猪
目
透
し　

角
耳

　

黒
々
と
し
た
ツ
ヤ
の
あ
る
鉄
磨
地
を
菊
花
形
に
形
取
り
、

四
方
に
猪
目
を
小
さ
く
、
ま
た
中
側
に
桜
花
を
透
し
、
雌
蕊

に
は
金
点
象
嵌
を
入
れ
る
。
周
囲
に
霞
を
糸
透
し
し
、
中
に

金
の
縄
目
象
嵌
を
丸
く
あ
し
ら
い
、
耳
際
に
は
得
意
の
枯
木

象
嵌
を
厚
く
金
布
目
象
嵌
す
る
。
切
羽
台
か
ら
耳
に
か
け
て

の
傾
斜
や
、
桜
花
の
透
し
際
の
肉
取
り
な
ど
、
細
部
ま
で
行

き
届
い
た
丁
寧
な
仕
事
ぶ
り
で
あ
る
。

　

玉
岡
俊
行
師
は
昭
和
24
年
、
愛
媛
県
内
子
町
の
生
ま
れ
。

本
業
は
大
工
で
あ
っ
た
が
、
鐔
製
作
に
興
味
を
も
ち
、
九
州

・
延
岡
の
肥
後
流
の
佐
々
木
恒
治
師
に
入
門
す
る
。
そ
の
卓

越
し
た
技
量
は
平
成
九
年
の
﹁
新
作
名
刀
展
﹂
で
最
優
秀
賞

を
受
賞
し
、
以
後
も
受
賞
を
続
け
、
現
在
は
無
鑑
査
と
し
て

今
年
も
出
展
し
て
い
る
。
高
度
な
彫
金
技
術
を
用
い
て
数
々

の
優
品
を
製
作
し
、
鐔
製
作
に
お
け
る
伝
統
技
術
に
新
た
な

創
意
・
工
夫
を
加
え
、
洗
練
さ
れ
た
﹁
糸
透
か
し
﹂
技
術
と
、

他
の
追
随
を
許
さ
ぬ
﹁
布
目
象
嵌
﹂
の
第
一
人
者
と
し
て
、

会
得
し
た
技
術
を
次
代
に
継
承
す
べ
く
後
継
者
の
育
成
に
努

め
、
刀
剣
文
化
の
振
興
に
貢
献
し
て
い
る
。

　

本
鐔
は
、
肥
後
鐔
の
最
高
峰
に
君
臨
し
た
林
又
七
の
要
素

を
自
家
薬
籠
中
と
し
た
優
品
で
あ
る
。
現
代
。

◆
大　

縦
八
二
・
八
㎜　

横
七
九
・
六
㎜　

厚
さ
五
・
一
㎜

　

小　

縦
七
七
㎜　
　
　

横
七
四
・
六
㎜　

厚
さ
五
・
二
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

特
製
箱
入
り　
　

六
五
（65）
万
円

鐔
　
無
銘
　
京
透
し

桐
紋
繋
ぎ
透
し　

鉄
地　

丸
形　

透
し
彫　

角
耳
小
肉

　

黒
々
と
し
た
鉄
錆
地
に
桐
紋
を
整
然
と
透
し
彫
す
る
。
隣

接
す
る
桐
紋
を
輪
の
よ
う
に
き
れ
い
に
並
べ
て
繋
ぎ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
直
立
し
た
花か

序じ
ょ

を
鐔
耳
と
繋
ぐ
。

　

赤
坂
・
尾
張
と
な
ら
び
三
大
透
し
鐔
の
一
つ
・
京
透
し
鐔

は
、
室
町
中
期
の
足
利
八
代
将
軍
義
政
の
好
み
に
よ
り
作
ら

れ
た
と
い
わ
れ
る
。
優
雅
で
繊
細
な
透
し
が
特
徴
だ
が
、
そ

の
繋
ぎ
に
は
力
強
さ
も
感
じ
ら
れ
る
。
本
鐔
は
鉄
色
よ
く
、

正
統
的
な
透
し
に
は
格
式
と
普
遍
的
な
美
し
さ
が
感
じ
ら
れ

る
。
室
町
後
期
。

◆
縦
八
一
㎜　

横
八
〇
・
四
㎜　

厚
さ
三
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

特
別
保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
製
箱
入
り　
　

二
〇
（20）
万
円
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拡大

小
柄
　
無
銘
　
平
田
就な

り
か
ど門

秋
草
図　

赤
銅
石
目
地　

金
線
七し
っ
ぽ
う宝

象
嵌　

裏
・
磨
地

　

赤
銅
石
目
地
に
秋し
ゅ
う
か
い
ど
う

海
棠
の
花
と
ス
ス
キ
を
金
線
七
宝
象
嵌

す
る
。
輪
郭
と
ス
ス
キ
を
金
線
で
描
き
、
秋
海
棠
の
処
々
に

七
宝
象
嵌
を
施
す
。
秋
海
棠
の
茎
の
赤
い
節
に
は
緋
色
の
七

宝
、
花
は
緋
色
と
乳
白
色
で
濃
淡
に
ぼ
か
し
た
可
憐
な
花
弁

を
七
宝
象
嵌
す
る
。
葉
は
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
の
鮮
や
か
な
七

宝
で
大
き
く
と
り
、
葉
縁
を
黄
緑
色
で
色
分
け
し
、
色
彩
豊

か
で
ま
こ
と
に
手
の
こ
ん
だ
仕
上
が
り
で
あ
る
。

　

無
銘
で
あ
る
が
特
別
保
存
証
で
平
田
家
五
代･

就
門
の
個

銘
に
極
ま
る
。
七
宝
の
技
術
は
慶
長
年
間
、
平
田
派
の
祖
・

平
田
道
仁
が
朝
鮮
か
ら
製
法
を
伝
え
、
代
々
将
軍
家
の
七
宝

師
と
し
て
一
子
相
伝
で
世
襲
し
た
。
就
門
は
享
保
七
年
に
七

宝
技
術
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
彫
金
も
今
後
は
行
う
許
可
を

得
て
い
る
。
得
意
と
す
る
七
宝
技
術
は
精
巧
で
、
本
作
の
就

門
極
め
は
何
ら
か
の
伝
来
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
江
戸

中
期
。

　
　
　
　
　
　
　
　

特
別
保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　
　
　
　

上
製
落
し
箱
入
り　
　

五
〇
（50）
万
円

鐔
　
無
銘
　
赤
坂

歳
寒
二
雅
透
し　

鉄
磨
地　

丸
形　

透
し
彫　

毛
彫　

丸
耳

　

黒
々
と
つ
や
の
よ
い
鉄
錆
地
に
梅
と
竹
を
透
し
、
梅
の
花

び
ら
や
竹
の
葉
の
葉
脈
に
毛
彫
を
入
れ
る
。
冬
で
も
青
々
と

し
た
竹
と
、
寒
さ
厳
し
い
中
、
一
番
に
開
花
し
て
新
年
を
寿
こ
と
ほ

ぐ
梅
を
描
く
。

　

京
か
ら
江
戸
の
赤
坂
・
溜
池
あ
た
り
に
移
り
住
み
、
尾
張

鐔
の
強
靭
さ
と
京
透
し
の
精
巧
さ
を
自
派
に
と
り
い
れ
た
赤

坂
鐔
。
そ
の
鉄
味
は
良
好
で
、
加
え
て
図
柄
の
構
図
の
良
さ

を
確
立
し
た
。

　

鐔
の
上
下
の
透
し
を
菊
の
花
び
ら
、
左
右
を
蘭
の
葉
と
見

立
て
れ
ば
四
君
子
の
図
柄
と
な
る
。
江
戸
中
期
。

◆
縦
七
九
・
四
㎜　

横
七
八
㎜　

厚
さ
四
㎜

　
　
　
　

特
別
保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付

　
　
　
　
﹃
百
鐔
﹄
所
載　

上
製
箱
入
り　
　

二
五
（25）
万
円

24
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拡
大

拡
大

小
柄
　
紋も

ん
え
い
じ
�
う

栄
乗

光み
つ
た
か孝

（
花
押
）

小
柄
　
紋も

ん
け
ん
じ
�
う

顕
乗

光み
つ
た
か孝

（
花
押
）

鈴
虫
図　

赤
銅
七
々
子
地　

高
彫　

毛
彫　

金
色

絵　

裏
・
哺
金

　

赤
銅
七
々
子
地
に
三
匹
の
秋
の
鈴
虫
を
彫
る
。

右
に
金
色
絵
し
た
鈴
虫
を
高
彫
、
中
央
と
左
の
二

匹
は
赤
銅
高
彫
し
翅
の
羽
脈
を
毛
彫
す
る
。
シ
ン

プ
ル
で
あ
る
が
ピ
ー
ン
と
伸
び
た
触
覚
や
、
し
っ

か
り
地
に
着
く
歩
脚
な
ど
、
彫
り
が
こ
ま
か
く
存

在
感
の
あ
る
小
柄
で
あ
る
。

　

栄
乗
は
後
藤
家
五
代
・
徳
乗
の
長
男
。
文
禄
三

年
に
家
督
相
続
し
て
父
に
従
い
豊
臣
家
に
出
仕
し

た
が
、
関
ヶ
原
合
戦
後
は
徳
川
家
に
遠
慮
し
て
京

都
郊
外
に
引
退
す
る
。
元
和
二
年
に
叔
父
・
長
乗

の
取
り
な
し
で
徳
川
秀
忠
か
ら
分
銅
大
判
等
改
め

役
と
彫
物
役
家
に
任
じ
ら
れ
る
が
、
翌
年
の
元
和

三
年
、
江
戸
に
て
41
歳
で
客
死
。
天
下
が
信
長
、

秀
吉
、
家
康
と
移
り
行
く
時
代
に
、
後
藤
家
の
再

興
と
伝
統
を
守
り
ぬ
き
、
作
風
は
後
藤
家
上か
み
ろ
く
だ
い

六
代

の
一
人
と
し
て
端
正
で
高
い
品
性
を
持
つ
。
本
作

は
栄
乗
の
紋
を
用
い
、
宗
家
十
三
代
目
・
光
孝
が

仕
立
て
直
し
を
し
て
銘
を
入
れ
た
も
の
で
、
保
存

よ
く
ま
こ
と
に
綺
麗
で
あ
る
。
江
戸
初
期
。

　
　
　
　

特
別
保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付

　
　
　
　

上
製
落
し
箱
入
り　
　

四
〇
（40）
万
円

織
女
図　

赤
銅
七
々
子
地　

高
彫　

金
銀
色
絵　

裏
・
哺
金

　

目
の
つ
ん
だ
赤
銅
七
々
子
地
に
織
女
図
を
肉
取
高
く
、
ま

た
強
い
鏨
使
い
で
高
彫
す
る
。
織
女
の
顔
と
手
、
織
っ
て
い

る
布
を
銀
色
絵
し
、
機
織
り
機
の
枠
木
と
織
女
の
領
巾
を
金

色
絵
。
織
女
の
左
手
は
、
縦
糸
を
整
え
る
櫛
型
の
筬お
さ

を
持
ち
、

右
手
は
横
糸
を
通
し
た
杼ひ

を
握
る
。
両
端
に
天
上
を
表
す
よ

う
に
瑞
雲
を
金
色
絵
で
高
彫
す
る
。

　

後
藤
顕
乗
は
五
代
・
徳
乗
の
次
男
。
長
兄
の
六
代
・
栄
乗

没
後
、
子
の
光
重
が
年
少
の
た
め
後
見
を
か
ね
て
七
代
目
を

継
承
す
る
。
光
重
に
家
督
を
譲
っ
た
の
ち
は
加
賀
前
田
家
の

招
致
で
隔
年
で
金
沢
に
出
張
し
、
加
賀
後
藤
の
基
礎
を
作
る
。

　

顕
乗
の
頃
か
ら
、
後
藤
家
の
得
意
と
す
る
龍
・
虎
・
獅
子

な
ど
伝
統
の
彫
物
と
と
も
に
、
時
代
の
嗜
好
の
移
り
変
わ
り

に
伴
い
花
鳥
・
人
物
図
な
ど
も
彫
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

こ
の
織
女
図
は
同
工
作
の
素
銅
地
に
毛
彫
の
同
図
も
あ
り
、

ま
た
後
藤
各
工
に
も
多
く
見
ら
れ
る
図
で
あ
る
。

　

裏
は
上
掲
の
小
柄
と
同
様
、
顕
乗
に
よ
る
紋
を
用
い
、
光

孝
が
仕
立
て
直
し
を
し
て
銘
を
入
れ
て
い
る
。
江
戸
前
期
。

　
　
　
　
　
　
　
　

特
別
保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　
　
　
　

上
製
落
し
箱
入
り　
　

四
〇

（40）
万
円
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二
ふ
た
と
こ
ろ
処
〈
小
柄
・
目
貫
〉
無
銘
　
堀
江
興お

き
な
り成

　

金
色
鮮
や
か
な
金
無
垢
地
で
、
小
柄
は
七
々
子
地
に
仕
立

て
て
松
に
竹
、
鶴
亀
を
高
彫
す
る
。
ぷ
っ
く
ら
と
大
き
い
目

貫
は
松
に
鶴
、
竹
に
蓑
亀
の
組
み
合
わ
せ
で
容
彫
す
る
。
い

ず
れ
も
不
老
長
寿
を
祝
う
め
で
た
い
図
柄
で
、
す
べ
て
金
色

一
色
と
い
う
た
い
へ
ん
豪
華
な
二
処
で
あ
る
。

　

無
銘
な
が
ら
堀
江
興
成
に
極
ま
る
。
興
成
は
浜
野
政
随
家

と
大
森
英
昌
に
学
び
、
30
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
後
藤
彫
に
魅
了

さ
れ
、
後
藤
系
の
尾
崎
直
政
に
学
び
、
現
在
名
作
の
多
く
は

後
藤
然
と
し
た
も
の
が
多
い
。
阿
波
蜂
須
賀
家
の
抱
え
工
と

な
り
、　

こ
の
二
処
は
池
田
家
伝
来
品
で
、
池
田
家
と
蜂
須

賀
家
は
縁
戚
関
係
で
あ
っ
た
。

　

現
在
の
金
の
高
騰
は
知
ら
ぬ
人
が
な
く
、
こ
こ
で
江
戸
期

の
金
無
垢
金
具
を
紹
介
で
き
る
こ
と
は
う
れ
し
い
。
重
さ
は

も
ち
ろ
ん
重
く
、
小
柄
で
42
グ
ラ
ム
、
目
貫
で
15
グ
ラ
ム
あ

り
、
最
低
18
金
と
み
て
も
相
当
の
量
で
あ
る
。
江
戸
中
~
後

期
。

　
　
　
　
　
　
　

特
別
保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　
　
　

上
製
落
し
箱
入
り　
　

一
二
五

（125）
万
円

　
　
　
　
　
　

目
貫
・
金
無
垢
地　

容
彫

松
竹
鶴
亀
図　

小
柄
・
金
無
垢
七
々
子
地　

高
彫　

裏
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　

時
雨
鑢

拡
大

拡
大
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目
貫
　
一い

ち

・
乗

じ
�
う

〈
割
側
銘
〉

百ゆ

り合
図　

赤
銅
地　

容
彫　

金
平
象
嵌　

毛
彫

　

赤
銅
地
に
ユ
リ
の
表
裏
を
彫
る
。
ラ
ッ
パ
形
の
大
き
く
開

花
し
た
花
は
鹿
の
子
模
様
を
金
平
象
嵌
し
、
雄
蕊
の
先
の
丁

子
形
の
葯や
く

を
鏨
で
細
か
く
彫
る
。
裏
目
貫
も
花
・
葉
・
茎
に

虫
食
い
を
彫
り
、
両
目
貫
と
も
に
葉
脈
と
花
弁
の
脈
を
毛
彫

す
る
。

　

後
藤
一
乗
は
寛
政
三
年
、
京
都
に
生
ま
れ
る
。
後
藤
本
家

で
は
な
い
が
日
夜
精
進
を
重
ね
、
後
藤
家
の
掉
尾
を
飾
る
名

工
と
な
り
本
邦
彫
金
界
に
大
き
く
名
を
成
す
。
一
乗
細
工
所

を
経
営
し
、
一
琴
・
一
至
・
一
匠
な
ど
優
れ
た
門
弟
を
養
成

す
る
。
余
技
に
も
優
れ
、
絵
画
・
俳
諧
・
和
歌
な
ど
当
時
一

流
の
文
化
人
で
あ
っ
た
ゆ
え
に
作
風
も
多
様
だ
が
、
み
な
相

当
な
水
準
で
あ
る
。
明
治
維
新
後
も
勧
業
場
御
用
係
な
ど
活

躍
す
る
。

　

小
さ
い
な
が
ら
厚
手
で
黒
々
と
し
、
鹿
の
子
百
合
の
花
を

丁
寧
に
描
く
、
写
実
性
に
優
れ
た
目
貫
で
あ
る
。
幕
末
。

　
　
　
　

特
別
保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付

　
　
　
　

上
製
落
し
箱
入
り
（
帙
付
き
）　

五
〇
（50）
万
円

目
貫
　
無
銘
　
光こ

う
じ
�
う乗

波
に
麒
麟
図　

金
無
垢
・
銀
無
垢
地　

容
彫　

裏
・
陰
陽
根

　

麒
麟
を
金
無
垢
で
圧お

し
へ
し
深
く
鮮
や
か
に
彫
り
、
下
の

波
は
銀
無
垢
で
両
者
を
芋
継
ぎ
に
す
る
た
い
へ
ん
凝
っ
た
目

貫
。
麒
麟
は
中
国
発
祥
の
瑞
獣
。
世
の
中
が
平
和
な
時
、
聖

王
の
治
世
に
出
現
す
る
と
い
う
。
形
は
鹿
に
似
、
顔
が
龍
に

似
て
、
蹄
は
馬
、
尾
は
牛
に
似
る
。
一
本
の
角
を
持
ち
、
背

毛
は
五
彩
で
、
腹
は
黄
色
で
あ
る
と
い
う
。　

　

無
銘
で
あ
る
が
保
存
証
で
後
藤
宗
家
四
代
・
光
乗
に
極
め

ら
れ
た
。
光
乗
は
三
代
・
乗
真
の
嫡
男
で
享
禄
二
年
生
。
織

田
信
長
に
彫
金
と
財
政
の
業
務
で
登
用
さ
れ
大
判
と
分
銅
の

製
作
を
す
る
。
信
長
の
死
後
、
豊
臣
秀
吉
の
依
頼
で
大
判
・

分
銅
役
を
勤
め
る
。
長
男
の
徳
乗
と
共
に
豊
臣
家
の
財
政
面

の
重
要
な
職
務
を
担
当
す
る
。
ま
た
初
代
祐
乗
の
名
を
高
め

た
の
も
、
こ
の
人
の
功
績
と
い
う
。

　

本
作
は
角
が
立
ち
、
圧
し
の
高
さ
が
あ
り
、
裏
は
陰
陽
根

で
、た
だ
物
で
は
な
い
雰
囲
気
を
醸
す
品
格
あ
る
目
貫
で
あ
る
。

桃
山
。　

保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付

　
　
　
　

上
製
落
し
箱
入
り
（
帙
付
き
）　

三
二
万
（32）
円

目
貫
　
無
銘
　
古こ

み

の

美
濃

海
老
図　

金
無
垢
地　

容
彫

　

き
れ
い
な
金
無
垢
地
に
伊
勢
海
老
を
彫
る
。
円
筒
形
の
頭

胸
甲
の
多
く
の
棘
を
一
つ
一
つ
丁
寧
に
高
彫
し
、
頭
胸
部
の

五
対
の
歩
脚
は
節
を
毛
彫
す
る
。
二
対
の
触
覚
と
額
触
は

節
々
を
彫
り
、
七
節
の
腹
部
、
平
た
い
尾
な
ど
細
部
ま
で
緻

密
で
あ
る
。

　

古
美
濃
と
は
、
室
町
時
代
か
ら
安
土
桃
山
時
代
に
か
け
て

美
濃
地
方
で
製
作
し
た
集
団
と
作
品
を
指
す
。
古
美
濃
彫
は

赤
銅
や
金
の
地
が
ね
を
中
心
に
し
て
お
り
、
彫
り
の
腰
が
立

体
的
に
高
く
立
ち
上
が
っ
て
、
山
谷
の
高
低
差
が
つ
い
た
力

強
い
彫
り
口
に
特
徴
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

伊
勢
海
老
は
祝
儀
用
な
ど
の
席
に
、
ま
た
丸
ま
っ
た
背
を

老
人
に
た
と
え
て
長
寿
の
象
徴
と
な
る
。
本
作
は
や
や
小
ぶ

り
薄
手
で
あ
る
が
金
性
が
実
に
よ
く
、
透
し
穴
も
多
く
あ
り
、

彫
り
の
深
さ
と
線
の
強
さ
を
際
立
た
せ
る
。
安
土
桃
山
。

　
　
　
　
　
　
　
　

保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　
　
　
　

上
製
落
し
箱
入
り　
　

二
八
（28）
万
円

拡
大

拡
大

拡
大

銘
拡
大
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共と
も
づ
か柄
小こ

が
た
な刀

　
於
備
前
国
義よ

し
み
つ光
作
　
八
十
一
叟
仙
琇
彫
之

見
返
り
龍
図　

小
刀
の
穂
長
一
三
・
五
㎝　

小
柄
長
九
・
四
㎝　

両
者
含
め
て
の
全
長
二
三
㎝

白
鞘
の
サ
ッ
ク
入
り　
　

六
〇
（60）
万
円

　

人
気
の
現
代
刀
匠
・
大
野
義
光
師
と
刀
剣
彫
物
の
名
手
で

あ
っ
た
故
・
苔
こ
け
ぐ
ち
せ
ん
し
ゅ
う

口
仙
琇
師
合
作
の
共
柄
小
刀
。
小
刀
に
は
義

光
師
の
鏨
深
い
七
字
銘
が
入
り
、
明
る
く
ピ
リ
ッ
と
し
た
雰

囲
気
で
、
地
鉄
は
小
板
目
つ
ん
で
や
や
柾
が
か
り
、
刃
文
は

濤と
う
ら
ん瀾

風
の
大
互
ノ
目
、
沸
よ
く
つ
い
て
匂
い
深
く
、
刃
縁
・

刃
中
に
こ
ま
か
い
砂
流
し
盛
ん
に
か
か
る
。
帽
子
の
焼
き
は

と
て
も
深
く
先
小
丸
。
小
柄
は
鉄
石
目
地
に
見
返
り
龍
を
高

彫
。
彫
り
高
く
ウ
ロ
コ
が
立
ち
迫
力
満
点
。
金
地
で
も
赤
銅

地
に
で
も
な
く
鉄
地
に
彫
っ
て
い
る
わ
け
で
、
そ
の
硬
さ
に

負
け
ぬ
鏨
の
斬
れ
味
の
よ
さ
で
あ
る
。

　

義
光
師
は
昭
和
23
年
、
新
潟
県
の
生
ま
れ
。
大
学
を
卒
業

後
、
東
京
・
高
砂
の
吉
原
義
人
師
に
入
門
し
た
。
昭
和
の
末

年
、
国
宝
・
山
鳥
毛
写
し
を
発
表
し
て
斯
界
を
驚
か
せ
、
高

松
宮
賞
を
毎
年
連
続
し
て
獲
得
。
無
鑑
査
に
推
さ
れ
、
そ
の

後
、
山
鳥
毛
の
義
光
師
と
し
て
名
声
を
馳
せ
る
。
今
年
二
月

に
は
、
鍛
刀
50
周
年
を
記
念
し
て
日
本
橋
・
三
越
本
店
で
初

の
個
展
が
開
か
れ
、
好
評
で
あ
っ
た
。

　

苔
口
師
は
昭
和
か
ら
平
成
に
か
け
て
の
刀
身
彫
刻
の
第
一

人
者
で
あ
っ
た
が
、
金
工
師
の
一
面
も
持
っ
て
い
た
。
鐔
は

と
も
か
く
小
柄
の
作
品
は
よ
く
見
か
け
た
。
岡
山
県
出
身
の

大
正
11
年
生
ま
れ
。
腕
は
抜
き
ん
で
て
よ
く
、
故
・
隅
谷
師

の
作
品
の
他
た
く
さ
ん
の
刀
に
彫
り
を
し
た
。
平
成
23
年
12

月
89
歳
没
。
弟
子
に
岡
山
の
柳
村
仙
寿
、
ま
た
埼
玉
の
橋
本

琇
巴
が
お
ら
れ
た
が
両
氏
と
も
亡
く
な
ら
れ
た
。

　

本
作
は
大
野
師
を
応
援
す
る
苔
口
師
が
大
野
氏
に
共
柄
小

刀
を
依
頼
し
て
製
作
し
た
数
点
の
う
ち
の
一
つ
。
共
柄
小
刀

と
は
小
刀
・
小
柄
を
別
々
に
作
っ
て
差
し
込
む
わ
け
で
は
な

い
。
鉄
一
体
で
作
り
上
げ
る
。
そ
の
焼
入
れ
は
実
に
難
し
い

と
聞
く
。
ま
た
そ
こ
に
小
柄
を
形
成
す
る
の
で
あ
る
か
ら
…

　

今
回
も
、
苔
口
師
の
龍
は
実
に
う
ま
い
。
現
代
。
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３軒となりに引越しました。
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越しください。
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移転しています。
新店オープン！
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（旧店の５-６-８の最後の「８」が「９」になりました。）

１階の内部

地下の展示室

すずらん通りから見た新店舗１階の外観
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